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第 103 回 USCAP annual meeting が 3 月 1-7 日に米国 San Diego 市の Convention 
Center で開かれました。San Diego での前回のUSCAP開催は 2007 年の第 96 回で 7
年ぶりでした。当時、始まった paperless 化の傾向は更に進み、今や教育コースの
CD-R配布もなくなってしまいました。便利なことには落とし穴もあり、USCAPのホー
ムページが衣替えしたことに関連して、今回は事前に handout の download ができな
いという困った事態も起きてしまいました。便利と言えば、数年前に成田―San 
Diego 間に JAL 直行便が就航し、今回の San Diego 行きは随分楽になりました。と
ころが、こちらも 2/28 の成田発予定の便が San Diego での暴風雨の影響で、ほとん
ど丸 1日の delay になり、乗り継ぎ経路で行くことを余儀なくされた方々もおられた
ようです。
さて、今回のUSCAP ですが、また従来のレコードを破る 4,776 名の登録参加者と

のことで大盛況でした。特に印象に残ったこととしては next generation sequencing
（NGS、次世代シークエンシング）の成果が外科病理学の様々な領域で進んできており、
これに関する教育コースや lecture が盛んに行われていました。The Nathan 
Kaufman Timely Topics Lecture もMichigan 大学の病理学及び泌尿器学教授、Arul 
M. Chinnaiyan 教 授 に よ る“A Framework for Clinical Genomic Sequencing in 
Cancer”と題するものでした。同教授のチームは前立腺癌のバイオマーカー
AMACRや上皮性腫瘍（前立腺癌）の発生でも融合遺伝子（TMPRSS2-ETS）が関与
することを発見するなど非常に impact のある仕事を次々と発表しています。MI-
ONCOSEQ（the Michigan Oncology Sequencing Program）. という、NGS を臨床現
場に取り込み標的治療にまでつなげるというプロジェクトを立ち上げています。その

USCAP 2014 San Diego に参加して
ＩＡＰ日本支部会長　中谷行雄（千葉大学医学研究院診断病理学）

USCAP学会場となったSan Diego Convention Center
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プログラムに入った 1 人の髄膜腫瘍の女性患者症例から
solitary fibrous tumor の NAB2-STAT6融合遺伝子を発見した
（Nature Genetics, 2013）という下りは非常に印象的でした。
昔から bedside-to-bench, bench-to-bedside という基礎と臨床
の相互協力の重要性が叫ばれてきましたが、NGSの開発によ
り、今や bedside に bench と computer が置かれて、患者の
治療とNature への発表が同時に進む時代が到来したようで
す。USCAPはいつも何か刺激的です。

常任幹事　石川雄一

USCAP の年会では毎年、100 くらいの関連ミーティング
が行われる。ADASP（Association of Directors of Anatomic 
and Surgical Pathology） の 理 事 会 か ら、WHO Tumors 
Classification Meeting（現在、規約改定中の国際肺癌学会病
理委員会の会合）、Papanicolaou Society Reception（細胞診
関連の会合）、Stanford University Reception（大学の病理学
教室同窓会）、MSKCC Alumni Reception という具合である。
MSKCC とは、ニューヨークの Memorial Sloan-Kettering 
Cancer Center の略称だ。その中で、プログラムにもちゃん
と載っている Japanese Division of IAP Reception というの
があるが、その通称が Japan Night である。USCAPの年会は、
通常土曜日に始まり、会期は 1 週間である。今年の Japan 
Night も、いつも通り火曜日の夕方に行われた。3 月 4 日
17：30 から始まり、会場は、メインホテルである Hilton 
Bayfront San Diego であった。
例年、米国在住の日本人病理医、日本にゆかりのある米国

人病理医、および日本からの学会参加者で 70-80 人くらいが
参加する。いつもは立食形式で軽食とビールワインが振る舞
われ、会費は 30 ドル程度であるが、今年は趣向を変えて、
着席のフルコース dinner であった。やや会費は張ったものの、
ローストビーフを含め、料理の内容は最高であった。参加者
は、ポスター発表した大学院生から、Silverberg ご夫妻まで
約 50 名で、実に幅の広い病理医およびそのご家族がみえた。
Silverberg 先生は、“Silverberg's Principles and Practice 

of Surgical Pathology and Cytopathology”の教科書でつと
に有名であるが、大変な親日家であり、現在、日本人の奥様
と青森に住んでおられる。IAP 日本支部では、Silverberg 先
生を記念して「Silverberg 病理診断教育賞」を授与しているが、
昨年度は岩崎宏先生、真鍋俊明先生、向井清先生が受賞された。
今年は、フルコースにしたせいもあってか、やや落ち着い

た雰囲気の会合となったが、MGHの三野 -Kenudson 眞理先
生ご夫妻、韓国のKun-Young KWON先生も見えて、IAPな
らではの国際的雰囲気で盛り上がった。
この会合は、いつも火曜日の夕方行われるので、日本から

USCAP に参加される先生、米国在住の先生は、ぜひお顔を

お見せ頂きたいと思う。

－孤立性線維性腫瘍とNAB2-STAT6融合遺伝子－
元井　亨

がん・感染症センター都立駒込病院　病理科

近年、新たな遺伝子解析技術として次世代シーケンス技術
（NGS）が導入され、腫瘍に関する新たな知見が加速度的に
集積されているのは周知のとおりある。本年のUSCAP でも
半日の Special course として NGS の基礎知識及び臓器別の
臨床応用に関する講習が行われ、個々の患者の診断や治療へ
のNGSの応用が間近に迫っていることが実感された。
ここ数年は軟部腫瘍の融合遺伝子検索でも従来の染色体解
析に基づく手法に変わってNGS を用いた新規異常の同定が
主流となってきており、今回も結節性筋膜炎などで新たな融
合遺伝子が発表されていた。軟部腫瘍の融合遺伝子は腫瘍特
異性が高く、病理診断への応用が盛んであるが、今回軟部腫
瘍領域の発表で最も注目されたのは孤立性線維性腫瘍（SFT）
における NAB2-STAT6融合遺伝子の検出と診断への応用であ
り、驚くべきことに 7つの関連演題が本学会で同時に発表さ
れた。このうち、日本からは吉田朗彦先生（国立がん研究セ
ンター）のグループ（口演）、松山篤二先生（産業医科大学）
のグループ、そして我々のグループ（いずれもポスター発表）

在米日本人病理医と日本から
病理医の集い Japan Night

Japan Nightのひととき：Mino-Kenudson先生ご夫妻ら
（この写真と下の写真はRobin A. Cooke先生のご厚意による）

Japan Night：Silverberg先生ご夫妻、およびＩＡＰ日本支部役員ほか

USCAP 2014 Annual Meeting での
軟部腫瘍のトピックス
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の 3つの演題があり、この領域で日本が遅れをとっていない
ことが示された。

NAB2-STAT6はNGS を用いた SFTの解析により 2013 年初
頭に同定されたばかりの新しい融合遺伝子であり、ほぼすべ
ての SFTに存在する。染色体 12q13 領域の限定された領域
の逆位によって生じるため、従来の手法では発見が困難で
あった。SFTの病理診断はいわゆる「血管周皮腫」との異同
を中心に曖昧な点が多く、診断マーカーも特異性が低い
CD34 に頼らざるを得ず、病理医を悩ませてきた。今回発表
された演題の多くは抗 STAT6 抗体を用いた免疫組織化学が
SFTの診断に有用であることを示していた。また、軟部、髄
膜などの「血管周皮腫」が SFTの概念に統一できることの
理論的な根拠となりうる。我々のグループは SFT及び鑑別
腫瘍の抗NAB2 抗体、抗 STAT6 抗体による免疫組織化学と
RT-PCR 法による検出を比較し、RT-PCR 法は融合エクソン
の多様性に起因して検出効率が低い一方、STAT6 染色で得
られた核内強陽性像は感度、特異度共に 100％であることを
示した（図）。

今後、STAT6 染色が SFTの診断根拠として重要視されて
いくと考えられる。本学会における SFT の NAB2-STAT6の
発表には診断や疾患概念の整理に加えて 2つの大きな教訓が
含まれていると思われる。第一点は免疫組織化学的手法が分
子生物学的手法に勝っている点であり、NGS 時代においても
病理学的検索手法の有用性が損なわれることはないことを示
している。第二点は融合遺伝子の同定から約 1年の非常に短
い期間で病理診断への応用が多くなされた点で、NGS時代に
ますます研究への瞬発力が必要とされていることが実感され
る。

IAP 本部アジア地区　Vice President　長村義之

去る3月 2日に IAP Council Executive Committee Meeting
が開催された。現地が、強風と雨のため、日本からの直行便
が欠航となるなど予期せぬことが起こったが、例年の如く大
盛会であった。AAPIAP に引き続いて以下のAssembly と
Convener が 紹介された。The Latin American Assemble 
Convener：Florabel- Mullick，the Secretary：Fernando 
Brenes（President of the Costa Rican Division も兼務）で、
The European Assembly は proposed convener Claude 
Cuvelier（ベルギー）で進行中とのことであった。IAP 役員

の選挙（President および Vice President）については 4 月
初旬に各支部に送られる予定である（April 1st the Secretary 
will be sending out a notice to all Divisions asking for 
nominations for 2014-2016 for President-Elect, Vice 
Presidents to be sent to Kristin Henry, Chairman of the 
Nominating Committee.）。次に、新 IAP Secretary：David 
Hardwick の 後 任 と し て Ray McMahon が 内 定 し た。
Bangkok IAP Congress で承認されることになる。Ray は日
本にもなじみのある人物で、今後の密な交流が期待される。
また、会員数と会費の支払い状況がアナウンスされた。日本
支部より人数の多い支部は、British、French、German、
Spanish、US-Canadian であった。今後の国際学会について
開 催 予 定 地（2014 Bangkok、2016 Cologne お よ び 2018 
Amman）から説明があった。特に本年度の IAP 国際学会に
ついては、プログラムも大筋が決定されており、詳細がアナ
ウンスされた。2020 年の開催地については、本年のバンコク
IAP Congress で決定される予定である。例年のごとく、今
回のUSCAP にも日本からの出席者が多く、特に若い病理医
の参加は大変心強く感じられた。

IAP 日本支部前会長　松原　修

3 月 1 日（土）14：30 から Hilton ホテル Room Aqua 306A
にて開催された。HK Ng が委員長で、参加者は President の
Samir S. Amr、George Kontogeorgos、Johann Schneider、
Kristin Henry、Bruce Smoller、 長 村 先 生、 私 と Jim 
Crimmins、Charles Ramey ら で す。Education Committee
が support し た meeting、 援 助 し た 金 額 な ど の 報 告、
Argentine Division、Sri Lanka、Brazil からの援助要請を審
議し承認された。Bangkok Congress への現在までの各支部
からの Bursary の額が報告された。USCAP の場で初めて
IAP Education Symposium が開催されることも報告された。

IAP 日本支部前会長　松原　修

3 月 3 日（月）13：00-14：30 に Hilton ホテルの Sapphire 
411 の部屋で開催された。Convener の長村先生は日本へ帰国、
Gary Tse が代行で審議された。委員は 10 人位らしいが、出
席は Pongsak（タイ）、Kwon（韓国）、David Ellis ともう一
人（オーストラリア）、Puay-Hoon Tan（シンガポール）と
私で、主な議題は Busan の 8th Congress の報告、Brisbane
の9th Congressの説明であった。Busanでは35カ国から1,164
人の参加で、日本から 110 人、合衆国から 55 人、オースト
ラリアから 32 人、471 個 の abstract、Young Pathologist 

胸膜SFTのHE染色像（A）、STAT6染色像（B）、ダイレクトシーケン
ス結果（C）

IAP Council Executive Committee 
Meeting の報告

IAP本部Education Committeeの報告

AAPIAP（Assembly of Asian Pacific 
IAP）Councilor  Meeting の報告
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Travel Award $1,000 を 8 人に渡したことが報告された。
Brisbane Congress について、2015 年 6 月 4-7 日に開催のこと、
プログラムの概要の説明があった。他には 2013 年 12 月 3-5
日にベトナムの Ho Chi Minh 市で Diagnostic Pathology 
Update and Junior Academy-HCMC 2013 が開催されたこと、
今年は Sri Lanka の Colombo で Junior Academy が開催され
ることが報告された。3 月 4 日（火）の夕方に AAPIA 
reception が開催されたが、Japan Night と重なっていた。

IAP 日本支部前会長　松原　修

3 月 4 日（ 火 ） 午 後、Jeffrey H Myers（University of 
Michigan）会長のもと開催され、103 回目の San Diego の
Annual Meeting に 4,776 名もの大勢が学会登録したとの報告
で、これは record だそうです。Bylaws の変更が説明され、
Council（理事会）がBoard of Directors（取締役会）に変わっ
たこと、従来のExecutive Vice President（EVP）の仕事から、
Treasurer と Secretary の仕事を分けたこと、その 2 人は
Board の member から選ぶこと、また Board member は 3
年の任期だが、再選を可能にするが 2回までとするとされた。
次期会長（4月 1日から現会長）はCeleste Powers（Virginia 
Commonwealth University）で、EVPだった Bruce Smoller
（University of Arkansas）の後任は Blair Holladay（South 
Carolina） と な り、Treasurer は Finance Committee の
Chair だ っ た Julia Dahl（Memphis）、Secretary は Board 
Member の中から John Sinard（New Haven）が選ばれた。
新 EVP の Blair Holladay は American Society for Clinical 
Pathology（ASCP）の EVP をやっており卓抜した指導力が
買われてのことと説明があった。機構の大改革である。また
事務所が新しくEvans, Georgia に移り、スペースも増し働き
やすくなったと写真を示して説明された。機関誌の
Laboratory Investigation と Modern Pathology の impact 
factor が紹介され、特にMPが 5.253 と外科病理の分野では
top になったことが紹介された。Editor-in-chief は引き続き
John Eble（Indiana University）が引き受けてくれたことが
紹介された。嬉しいニュースは、Brigham and Women's Hospital
（ボストン）の Christopher D.M. Fletcher が The Harvey 
Goldman Master Teacher Award を受賞されたことである。
USCAP の執行部をみると女性の活躍が目立つこと、次から
次へと新しい人が選ばれること、同じ人が長く継続して執行
部に留まることがないこと、所属する大学・病院・研究所を
みても全米の各地から選ばれており、特定のところに偏りが
ないこと、などが目立つところである。1万人を超える会員
をもち、潤沢な財政状態があり、賢明な執行部で運営されて
いるからこそUSCAP、IAPの発展があるものと思われる。

日　時：2014 年 2 月 7 日（金）　15 時～ 18 時
場　所：品川プリンスホテル
出席者： 中谷、松原、石川、加藤、清水、小田、森谷、岩下、

長村、根本、橋本、長尾、都築、高野（事務局）、
大谷（事務局）

欠席者：黒田、岩崎、牛込、内藤、吉野、諸星、白石

議　　題
・2014年　理事、役員、各委員会の確認

報告事項
1．2014 年開催予定国際会議・学術集会について
 ・ USCAP（2014 Mar 1-7, San Diego, California）Japan 

Night（Mar 4）
 ・ 第 30 回 国 際 IAP Congress（2014 Oct 5-10, Bangkok, 

Thailand）
 ・ 2014 年病理学教育セミナー（教育シンポジウム、スライ

ドセミナー）（2013 Nov. 22、沖縄）
 ・ 第 9 回 APSMI（2014 Nov 27,28、Cebu, Philippine）
 ・ 日台合同スライドカンファレンス（台湾 2014 Oct 25 の

予定）
2．2013 年 IAP 病理学教育セミナー報告
 ・ 教育シンポジウム、スライドセミナー（山梨　2013 Nov 23）
3． 2013 年日韓合同スライドカンファレンス報告
（大分　2013 Dec 6）
4．委員会報告
 ・広報委員会
 ・IAP日本支部理事指名委員会
 ・病理診断学術奨励賞選考委員会
 ・Award 委員会（審議事項として）
5．庶務報告
 2013 年会計報告・2014 年予算案
 収納コンテナ内にある廃棄物処理について
6．その他

審議事項：
1．IAP 日本支部 2014 年事業計画
2．2014 年 IAP 教育シンポジウムについて
3．2014 年 IAP スライドセミナー　新規コースについて
4．その他： （1）経理検討ワーキング報告（2/6 開催）

（2）新名誉会員について
（3）年会費未納者の対応について
（4）会期について（会則加筆・修正案）

USCAP Business Meeting の報告

2014年IAP日本支部第１回理事会
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下記の要領にて 2014 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励
賞を公募いたします。
奮ってご応募ください。
 IAP 日本支部病理診断学術奨励賞選考委員長　吉野　正

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞
応募資格：  日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否かは
問わない）

選考対象： 2013 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された診
断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、
留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭
著者を原則とする。受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞

応募方法
他薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする。（しかし、
推薦者がいない場合でも受付ける。）
申請時に必要なもの：1．応募者の履歴書 2．推薦書（推薦

人がある場合）ないし、応募理由書（推薦人がいない場合）
A4 用紙 2 枚以内（書式は問わない）3．論文の別刷 7部（1
部はオリジナル、他はコピー可）
応募の締切：2014 年 8 月 31 日（当日の消印有効）
宛　先： 〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

がん研究会がん研究所病理部　石川雄一
IAP日本支部事務局「IAP日本支部・病理診断学術
奨励賞」選考委員会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの
外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の
IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受
賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上で公表する。

IAP日本支部主催　日本病理学会後援
日時：2014（平成 26）年 11 月 22 日（土）
場所：沖縄　（詳細は未定）

教育シンポジウム 　（午前）
テーマ：骨軟部腫瘍の新WHO分類

モデレーター： 久岡正典（産業医科大学　医学部　第1病理学）
小田義直（九州大学大学院医学研究院形態機
能病理）

演者：
1． 小田義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理）
骨腫瘍における新WHO分類の変更点

2． 久岡正典（産業医科大学医学部第 1病理学）
軟部腫瘍における新WHO分類の変更点

3． 野島孝之（金沢医科大学臨床病理学）
骨形成性腫瘍のトピックス

4． 小西英一（京都府立医科大学人体病理学教室）
軟骨形成性腫瘍のトピックス（変更の可能性あり）

5． 廣瀬隆則
（神戸大学大学院医学研究科・医学部地域連携病理学）
神経原性腫瘍とその新たな疾患概念

6． 松山篤二
（産業医科大学病院病理診断科産業医科大学医学部第１病理）
軟部腫瘍の新たな疾患概念

＊教育シンポジウムは、当日ご自由にご参加ください。
病理専門医の資格更新単位として 5単位が得られます。
参加費： 会員 3,000 円、非会員 4,000 円

（ハンドアウト代を含む）

スライドセミナー 　（午後）

（順不同）
腎生検の病理
上田　善彦（獨協医科大学越谷病院病理部）
肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全　陽（神戸大学医学部附属病院病理診断科）
口腔病理
高田　隆（広島大学医歯薬保健学研究院口腔顎顔面病理病態学研究
室）
軟部腫瘍の病理－新WHO組織分類をふまえて－
久岡　正典（産業医科大学医学部第一病理学講座）
＊新WHO分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原　周（国立病院機構名古屋医療センター病理診断科）
＊悪性リンパ腫の病理
中村　直哉（東海大学医学部基盤診療学系病理診断学）
＊臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築　豊徳（名古屋第二赤十字病院病理診断科）
＊肺癌の病理
野口　雅之（筑波大学医学医療系診断病理学）
石川　雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所病理部）

＊印は新規コース。スライドセミナーは事前登録が必要で
す。事前登録受付は 8月中旬頃の開始を予定しております。
事前資料としてバーチャルスライド（DVD-R）を送付予定
です。病理専門医の資格更新単位として10単位が得られます。
受講料（1コース）：IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員：
12,000 円（DVD-R、ハンドアウト代を含む）
詳細につきましては IAP ホームページ http://www.
iapjapan.org/index.html をご参照ください。

2014年IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募

2014年病理学教育セミナーのお知らせ
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連絡先
IAP日本支部 教育委員長　小田義直（スライドセミナー担当）
九州大学大学院医学研究院形態機能病理
〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1
TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

IAP 日本支部 常任幹事　石川雄一（教育シンポジウム担当）
（公財）がん研究会がん研究所病理部
〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31
TEL：03-3570-0448　FAX：03-3570-0558

会期：2014 年 10 月 5 日（日）～ 10 日（金）

場所： Bangkok Convention Centre at Centralworld, 

Bangkok, Thailand

＊ 詳しくはホームページをご覧ください。（演題登録締め切

りは 5 月 30 日、Early registration Deadline は 6 月 30 日

です）

http://www.iap2014.com/index.php

2014 年 10 月 25 日（土）、26 日（日）

場所：台湾（詳細はわかり次第アナウンスします）

2014 年 11 月 22 日（土）

場所：沖縄（詳細はわかり次第アナウンスします）

会期：2014 年 11 月 27 － 28 日

場所：Cebu, Phillipine

会場：詳細は分かり次第アナウンスします。

Congress President:Gary Tse, MD Hong Kong

Secretary:Rin Yamaguchi,MD Associate professor

Head, Pathology and Laboratory Medicine, Kurume 

University Medical Center

USCAP が発行している雑誌Modern Pathology が、数名

の先生に郵送されていないトラブルが発生しております。該

当の先生には、発送が遅延しておりまして誠に申し訳ござい

ません。多大なご迷惑をおかけしておりますことを､ 心より

お詫び申し上げます。現在、鋭意対処しておりますのでもう

暫くお待ち頂きますようお願い申し上げます。

2014 年会費未納の方は、なるべくお早目にご納入下さいま

すようお願い申し上げます。過去の会費が 3年以上未納の方

で、事務局からの督促に応じて頂けない場合は、退会扱いと

させて頂きますので、どうかご理解頂きたく存じます。

所属先、登録内容にご変更がある場合は下記メールアドレ

スにご連絡下さい。

＜ IAP日本支部事務局＞

〒 135-8550　 東京都江東区有明 3-8-31 

（公財）がん研究会がん研究所病理部内

常任幹事　石川雄一

事務局　　大谷茉子

Tel: 03-3520-0111（5601）／ Fax: 03-3570-0558 

E-mail: jdiap@jfcr.or.jp

rqrqrqrqrqrqrq

春風の心地よい季節になりましたが、会員の皆様におかれ

ましてはいかがお過ごしでしょうか。2014 年第 2 号の News 

Bulletin をお届け致します。原稿を担当された方々に感謝申

し上げます。特に今回は新しい企画として、学術的な内容も

盛り込もうということでUSCAP2014 Annual Meeting に参

加された元井　亨先生（がん・感染症センター都立駒込病院）

に原稿を依頼して、USCAP2014 でのトピックスを取り上げ

てもらいました。STAP細胞ならぬ STAT6 についての内容

です。一読して頂ければ幸いです。ところで、この Bulletin

を送料節約のためにオンライン化するという意見も出ていま

すが、当面は今まで通りに二本立て（紙面+オンライン）配

布を維持していきたいと考えています。また、News Bulletin

編集員会（清水道生委員長）では、会員の皆様の紙面に対す

る忌憚のないご意見や文章での投稿を募集しております。ど

うぞ事務局までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

広報委員会委員長　清水道生

　　　　副委員長　森谷卓也

　　　　　　委員　加藤良平

　　　　　　委員　根本則道

Upcoming Meeting

第 30 回国際 IAP Congress 

第 5 回日台合同スライドカンファランス（台湾）

2014 年度 IAP病理学教育
シンポジウム・スライドセミナー

第 9回アジア太平洋分子免疫組織学会議（APSMI）
（Asia-Pacific Society for Molecular Immunohistology annual conference）

事務局よりお知らせ

あとがき


